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［研究ノート］

1.　【はじめに】

　世界をあらためて見まわすと、陸続きの国に比
べると陸続きでない単独の国は比較的少ないこと
が分かる。争いとはそもそも思想や宗教観の相違、
価値観によって起こることが最大の原因ではある
が、陸続きゆえに手を出したくなるという物理的
な欲望要因もある。現在、罪人が支配しているこ
の世界は、神によって与えられた命が誕生してか
らというものの争いが絶えない。陸続きの現世の
土地では、人間が引く境であるわけで、完全な固
定地など存在しきれなかったというのが罪人の言
い訳であろう。本来土地などというものは、「限り
なくなんじのものなればなり（「主の祈り」より）」
なわけであるが、罪人故に今でも土地にまつわる
争いというものは、形は変われど宗教的な理由や
各覇権争い、そして傲慢で我儘な理由の上に行わ
れている。その中において、ヨーロッパでは長年
の夢の始まりである欧州連合（European Union（以
下「EU」））が、一九九二年二月七日に欧州連合条
約として調印され、翌年一一月一日に欧州連合が
発足した。一九八九年の東ヨーロッパ諸国におけ
る政変、一九八九年一一月九日にベルリンの壁が
崩壊、翌年一〇月三日にドイツが再統一されたこ
とが、第二次世界大戦以後設立されてきた欧州諸
共同体に大きな影響を及ぼし、条約締結、「EU」
発足へ加速させた最大の要因であったわけである。
ここでもことのはじまりは、中世も近代もヨーロッ
パの中心に位置するドイツが一つの始まり（ポイ
ント）だったといえる。そもそも近代欧州連合統
合 史 の 観 点 か ら 言 え ば、 欧 州 経 済 協 力 機 構

（OEEC）、北大西洋条約機構（NATO）、欧州審議
会（Council of Europe）、一九五二年に欧州石炭鉄
鋼共同体（ECSC）、一九五七年の欧州経済共同体

（EEC）と欧州原子力共同体（EURATOM）の実
績が大きいとともに、ブリュッセル条約1 ）から数

えて「EU」設立まで約半世紀、ここまで約七〇年
以上も時間をかけて作り上げてきた経緯がある。
二 一 世 紀 の 熟 成・ 拡 大 期 に 入 っ て か ら は、
二〇〇五年五月二九日のフランスにおける欧州憲
法条約否決や、二〇一六年六月二三日のイギリス
における欧州連合離脱国民投票における離脱派勝
利など、欧州統合の難しさ（人間の罪人さ欲深さ）
が表れてきた時代である。つまるところ、恒常的
に社会結合を発足・維持していくということは、
時代問わず、如何に大変なことであるかというこ
とである。現代における社会結合に関しては後段
で示していくこととする。
　この研究は、一六世紀から一九世紀にかけての
ヨーロッパを巡る宗教観、歴史、偉大な思想家・哲
学者と対比させながら、恒常的な社会結合をめざし、
永久的に安全で平和を手に入れること。その平和に
より戦争からの命の保証、経済的な繁栄、地位継承
などを人間に与えるために考え、勇気ある提唱をし
た、アベ・ド・サン=ピエール（Charles – Irénée 
Fransois Castel de Saint–Pierre（Abbe de Saint–
Pierre）：以下「サン=ピエール」）2 ）の永久平和
論を分析することにより、ヨーロッパ、世界の統
合思想・平和論の源流と発展の歴史的考察を踏ま
え、近代へ受け継がれてきた平和の源流とは何か、
また、サン=ピエールから影響を受け、批判した
偉人たちからも比較考察していくものである。サ
ン=ピエールは、ジャンジャック・ルソー（Jean–
Jacques Rousseau：以下「ルソー」）3 ）やイマヌエ
ル・カント（Immanuel Kant以下「カント」）4 ）の
栄光の陰にもなりえなかった悲運の思想家とも言
われている。それは一般的に、思弁的、思想的、
神学的、哲学的素養に深みが無く完成度が低いと
され、専門家以外には世の中から忘れ去られてい
るかのように見える思想家である。しかし彼は低
きではなく、人類において現代にあたえた平和的
功績は計り知れないものがあると言ってよい。サ
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ン=ピエールの掲げた恒常的な社会的結合（欧州
国家連合：ヨーロッパ国家団）、まさに現代の欧州
連合ことEUのようでもある。現EUは、今ではEU
大統領（欧州理事会議長）5 ）も存在し、通貨統合
だけでなく、国境通過にかかる手続き負担を大幅
に削減、欧州議会の直接選挙や、欧州連合基本権
憲章採択など、欧州連合の市民権概念を具現化し
つつある。EUのもとになった思想として、サン=
ピエールの功績が徐々にではあるが注目されてき
ている。その他、ミッション的解釈とともに、ホッ
ブズ6 ）、ジョン・ロック7 ）、ルソー、サン=シモン
8 ）、カント、ベンサム9 ）といった系譜を通してし
て分析していくこととなる。
　なお、本稿で用いた原書は、パリのLibrairie 
Arthéme FayardからCorpus des oeuvres de philosophie 
en langue francaiseシリーズとして一九八六年に刊
行されたSimone Goyard–Fabre校訂による仏語原
典である。また、過去の論稿に多かった一七二九
年度版（要約）版『永久平和概要（初版）』（以下「概
要」）10）は、基本的には使用対象とはしていない。

2.　�【ヨーロッパにおける戦争と平和思想に
おける系譜】

　平和を語る思想は古代よりいつの時代も考え語
られ、さまざまなかたちで施策されてきているこ
とは人類史に深く刻まれている。中世と近代では
国家形成における神学的平和概念が違う点も明ら
かである。時代系譜からの相違点として、中世の
神学的統一理想から、近代の神を置き去りの勢力
均衡理想へと変わってきたことが、近代にあって
も罪人である人類は、真の平和世界を構築できな
いでいる原因の一つである。その根底には人間の
属欲たるものがある。キリスト・イエスが説いた
真の完全に自由で平和な歓喜に満ちた神の国の完
成にはまだまだほど遠い。その人間に潜む愚かな
属欲が人間から消え去らないかぎり平和は訪れな
いであろう。つまり、これではいつになっても神
の国には近づかない。

　現在、人類史を見返するに、残念ながらその点
において疑いの余地がない理由として、人間は神
の思いとはまったく違った方向の逆作用を及ぼし、
今もなお、争いに明け暮れ、罪をおかし続けて（平
和を遠ざけて）いるからである。このように改善
できない罪人の人間に対し、痛烈な一矢を放った
サン=ピエールの「永久平和論」には、キリスト
教君主間における永遠平和実現のための条約案が
記されている。そのことだけを見ると、いかにも
神学的、キリスト教世界のヨーロッパだけの平和
集合体のみを目指しているかのように感じられる
が、その実態は、戦争の不合理性、平和の利益性
を何度も丁寧に説き、ヨーロッパ統合後は全世界
の平和統合を視野に入れて説いている人類に対す
る永久平和論なのである。
　その内容は、自らは修道院長ではあるものの、
神学としてではなく、結果的にミッション的観点
からの反省、脱却を目指し、平和のために各国君
主に猿轡をはめ、平和を維持して行こうというも
のである。よって、彼の平和論は理性による神学
者らしからぬ功利的11）なもので、キリスト教国と
いう名目ではあるものの、まったく神学的ではな
い。ここに、神学の名の下ではまとめられない人
類史上はじめての実利近代的平和論と称するもの
が誕生したのである。つまり、神の国（真の平和）
がくるまでの罪人を、仮の平安に置く平和論なの
である。そしてこの猿轡（罪人における仮の平和）
の実現でさえ、やはり長い年月と争いを経たなけ
ればならなかったわけである。それが、第一次世
界大戦後の一九二〇年一月一〇日に発足したのが
国際連盟（League of Nations）である。しかし、
仮平和の国家間の連合という国際連盟を持ってし
ても、またしても第二次世界大戦という惨劇を防
ぐことが出来なかった。第二次世界大戦後の
一九四五年一〇月二四日には、勝者となった連合
国側が中心となり、国際連合（United Nations）を
発足させたのである。そして失敗に終わった国際
連盟は、正式には一九四六年四月に解散となった。
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何度も罪を犯しながら、神の国を目指し、罪人は
少しずつ成長することにより、つまるところ、やっ
とのことでサン=ピエールの提唱した平和連合（仮
平和）への歩みをはじめたわけなのである。人類
にとって国際連合までの歩みというものは、人間
の愚かさを証明している。あくまで仮平和なので
ある。第二次大戦後は世界大戦というレヴェルの
ものは無いが、それでも多くの紛争、戦争は現在
でも繰り返され、多くの難局や、その度に戦争の
縁まで行ったり来たりしている現状は、いつまで
も神の国（真の平和）をもたらせないことに、神
学者としてのサン=ピエールは嘆いていることだ
ろう。しかるに、この大作を深く読解し、仮平和
の世界を実現させることは、実は罪人世界を永久
平和（真の神の国到来）の実現に、少しでも近づ
ける最善策であると言ってよいのではないだろう
か。
　サン=ピエール以前にも、神学的観点の平和構
想というものが、少なからず存在したことは知ら
れているが、それらはそもそも平和論かという疑
問視が持たれないわけではない。例えば、非キリ
スト教圏からの防衛策のために全ヨーロッパ大陸
を対象にした統合論というものが、ヨーロッパ内
では結果的に平和を維持することとなるわけであ
るが、それは対岸に敵を置いての内輪的な平和を
目指した平和であるといえる。あくまで敵対する
相手がいることから平和論といえるのかは疑問が
残る。目指す平和とは世界平和が最終目的であり、
その過程における一部限定的地域内での平和論と
言うことができよう。
　さて、二〇一七年は宗教改革から五〇〇年とい
う人類において節目の年であったわけであるが、
欧州だけでなく世界にとって人類にとって非常に
大きく深く考えさせられる時であった。動乱続き
のヨーロッパで起きた中世の平和論は、この
五〇〇年にかぎらずヨーロッパの歴史が、「ヨー
ロッパ」という言葉において、ギリシャ神話12）に
誕生して以来、宗教、戦争に明け暮れた表現とす

ることができよう。八世紀後半から九世紀初頭の
代名詞である、強大なフランク王国13）のシャルル
マーニュ 14）ことカール大帝（神聖ローマ皇帝）は、
神聖ローマ帝国15）の王として長期君臨し、現ECC
加盟国とほぼ一致する領域を支配下に治めた。ま
たそれと同時に、ヨーロッパという呼称とヨーロッ
パを指すシステム（概念）の誕生と目される重要
な出来事が、西暦八〇〇年にローマ教皇がカール
大帝（一世）に神聖ローマ皇帝（西ローマ皇帝）
の帝冠を授けたということ時点から始まったと考
えられる。いわゆるヨーロッパの大実力者（ロー
マ皇帝）とローマ教皇との提携により、呼称とシ
ステムとしての「ヨーロッパ」の形成、確立、歴
史が、西ローマ帝国復活によりここに始まったと
いうことである。そして神聖ローマ皇帝となった
カール大帝ことシャルルマーニュを形容する際に、

「ヨーロッパ」という言葉を用いて呼称したという
ことは見逃せない重要な点であろう。その後のル
イ一世（ルートヴィヒ一世）16）からの失政という
ものあるが、皮肉にもヨーロッパ連合案（平和論）
の具体的な実例原点ともいわれる、ドイツ領邦連
合を生みだしたともいわれている。のちの中世平
和論の下地となる重要な原点である。さらに、
一一世紀後半から始まった十字軍による度重なる
遠征失敗は、ヨーロッパの象徴とも言うべきロー
マ教皇の権威を失墜せしめることとなったわけで
あるが、その反面、各国王による国家主権の動き
を生みだし、世俗的国際社会形成の契機ともなっ
たのである。このカール大帝から十字軍遠征

（一〇九六–一二七二［第一回から第九回］）までに
よる一連の時期を通して、一つの社会・地域とし
てだけでなく、ヨーロッパというシステム（概念）
を形成（形容）し、確立させたといえる。
　一四世紀に入ると、このヨーロッパシステムの
“具体化”へ向けての形成が増進されていくことと
なる。奇しくもここでも人類における一つのヨー
ロッパ（システム）とその平和への発展とは、十
字軍の結果（紛争、戦争、殺し合い）を受けて、
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具体化形成において考助する動きが見えてきた。
一三〇六年に発表されたピエール・デュボワ17）に
よる『聖地の回復について』18）では、キリスト教
共和国の設立などが提唱された。これはそもそも
平和以前に、聖地（エルサレム）を回復するため
に国際的な団体の結成のためのものであるが、注
目すべきはヨーロッパを一つのシステムとして、
ヨーロッパとしての議会（現EU議会への芽生）構
想や、ヨーロッパ内での紛争解決のための仲裁組
織構築（アンリ四世、サン＝ピエール構想への芽生）
など、評価に値するものである。一三二六年には
マルシリウスの反教皇政治の『平和の擁護者』、
一四五八年にはイジー・ポディエブラト19）によっ
て対トルコ軍事同盟という、ここでも対敵国を想
定とした、統一議会、統一軍隊を持つヨーロッパ
連合構想である『トルコに対するキリスト者の団
結について』20）『同盟と国家連合について』21）が
世 に 示 さ れ た。 こ の 軍 事 同 盟 案 の 発 端 は、
一四五三年に起きたオスマン帝国のメフメト 2 世

（トルコ人）によるコンスタンチノープルの陥落（占
領）、東ローマ帝国の滅亡という衝撃によるもので
あった。これによりヨーロッパ各国に君主に対し、
一致して（Congregatio Concorda）対応するため
の二一ヶ条案を示し、召集までも計画していたこ
とは先駆者の一人であるといえる 22）。
　そして、ついに一五一七年に起きたルターを発
端に起きた宗教改革は、その後の世界に及ぼした
功績と功罪は、人類にとって絶大なものとして様々
な観点から考えさせられる事がらである。勿論、
結論からすればプロテスタンティズムの発展は人
類にとって良かったことではあるが、その反面、
その後も多くの血が流され、仮平和である世界平
和への歩みにおいて本当の意味では未だ確立され
ていない。しかし必要な時間でもあったわけであ
る。ルター（プロテスタントの台頭）に対して、オー
ストリア・ハプスブルグ家のマクシミリアン一世
と、その権力を継承したカール大王（五世）は決
定的打開策を講ずることができずに、一五五五年

にルター派（プロテスタント）とアウグスブルグ
和議を結ばざる負えなかったわけである。そして
仏・ヴァロア朝のフランソワ一世もカール五世と
対峙していたが、神学者たちの論争が勃発したこ
とにより、フランソワ一世死後四十年近くにわたっ
て自国を荒廃させた内戦（ユグノー戦争一五六二–
一五九八）のことなど知る由もない。
　ドイツから全ヨーロッパへ波及したこのプロテ
スタンティズムは、特にこの時代、フランス国内
で勃発したユグノー戦争による新旧両教勢力によ
る対立（内戦）が象徴的である。それはブルボン
家初代王アンリ四世（アンリ・ド・ナヴァール）
がカトリック、プロテスタントの改宗劇、スペイ
ン・ハプスブルグ家のフェリペ二世とのヴェルヴァ
ン休戦策を講じながら、最終的に「ナントの勅令」
にて終息させたわけである。この経験こそが、そ
の後の叶わなかったことであるが、アンリ四世と
シェリー公による植民地の犠牲の上に成り立つ

「ヨーロッパの平和」を願った欧州連合大計画の誕
生が有名である。争いの後の平和連合。現代と変
わらないではないか。ただし、この欧州連合大計
画で問われているのは、ここでも中身は世界平和
ではなく、あくまでヨーロッパの平和なのである。
一六〇〇年に刊行されたカンパネラの『イタリア
の原理の考察』では、宗教改革によって生み出さ
れたキリスト教分裂の危機的状況をよく表してい
る。ヨーロッパでは宗教と覇権争いによる分裂・
対立の頂点が、三十年戦争（一六一八–一六四八）
ともいわれている。この終息にウエストファリア
条約が有名であるが、この条約において、ドイツ
領邦君主たちは外交権を含むほぼ完全な独立主権
を認められたことは大きな出来事であった。これ
が通称「ドイツ諸領邦国家団」の語源と言われて
いる。ただし、この戦争の代償も半端なく大きく、
ヨーロッパの全人口の三分の二が失われたわけで
ある。そこまでして宗教・宗派の違いで争わなけ
ればならないのであろうか。そのような経験をし
ても、再び争いをはじめる罪人に真の平和、神の
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国が現れるはずがないのである。現在のEU範囲で
算出すると、三十年戦争前のヨーロッパの人口は
一三五〇万人である。その人口の三分の二である
から約九〇〇万人の人の尊い命が失われたのであ
る。この事実を受ければ、誰もがプロテスタントだ、
カトリックだと争う意味や価値がどこにあるのか
見えなくなるものである。
　同時期にして英国では、清教徒（ピューリタン）
革命（一六四〇–一六六〇）、トマス・ホッブズの『リ
ヴァイアサン』（一六五一）、そして一八世紀には
スペイン継承戦争（一七〇一–一七一四）、アンリ
四世（大王）の大計画を大いに参照したとされる、
ヨーロッパの平和を考えたサン＝ピエールの永久
平和論がある。だがサン＝ピエールの最終目的は、
アンリ大王とは違い世界平和であったことが草案
の序章や本文随所から読み取ることができる。オー
ストリア継承戦争（一七四八）、ルソーの『サン＝
ピエール師の永遠平和論抜粋』、『永久平和論批判』、
そして一七八七年にブルボン朝の王権に対する貴
族の反抗に始まった擾乱は、一七九四年のテルミ
ドール反動を経て、一七九九年にナポレオン・ボ
ナパルトによるクーデターと帝政樹立に至るフラ
ンス革命へとつながる。この間のカントの『永遠
平和のために』（一七九五）も忘れてはならない。
つまるところ、ヨーロッパとは、宗教と王家、戦争、
平和論の繰り返しそのものといえる。今、武力に
よる戦争が欧州内で無い状態は奇跡の期間なので
あろうか。二十世紀半ばまで地理的概念でしかな
かったヨーロッパが、宗教と戦争、国境を越え、
いまや「ヨーロッパ人」創出の試みとして統合を
進展させ、EUという一つの政治的実存へと発展し
てきた。

次回掲載予定（to be continued）
3.　【サン＝ピエールを評したルソー】
4.　【サン=ピエールの「永久平和論」誕生系譜】
5.　【『ヨーロッパにおける永遠平和の草案』】
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